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1 募集人員

専攻・課程

畜産科学専攻

博士後期課程

募

10人

集 人 員

若干人 ｜ 若干人 ｜ 若干人

※専攻の概要，担当教員については8ベージ以降を参照ください。

※第2回については，第1回の実施結果によっては募集を行わないことがあります。詳細は10月中旬頃に本

学ホームページでお知らせします。

2 出願資格・要件

(1）一般選抜（外国人留学生含む）

次の砂羽のいずれかに該当する者

①修士の学位又は専門職学位を有する者若しくは平成31年3月までにこれらの課程を修了見込みの者

②外国において修士の学位又は専門職学位（学校教育法第 104条第 l項の規定に基づき学位規則（昭和初

年文割渚令第9号）第5条の2に規定する専門職学位をいう）に相当する学位を授与された者又は平成31

年3月までに授与される見込みの者
③外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が固において履修し，修土の学位又は専門職学位に相当

する学位を授与された者又は平成31年3月までに授与される見込みの者

④我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修土の学位又は専門璃梓位に

相当する学位を授与された者又は平成31年3月までに授与される見込みの者

⑤国際連合大学本部に関する国際連合と日本固との聞の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72

号）第l条第2項に規定する 1972年 12月 11日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学の課

程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者又は平成31年3月までに授与される見込みの者

⑥文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第118号） 【注1】

i 大学を卒業し，大学，研都樽において， 2年以上研究に従事した者で，本学大学院において，当該研

究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者

並 外国において学校教育における 16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育における授業

科目を我が固において履修することにより当該外国の学校教育における 16年の課程を修了した後，大学，

研第新等において， 2年以上研究に従事した者で，本学大学院において，当該研究の成果等により，修土

の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者

⑦本学大学院において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を脊する者と同等以上の学

力があると認めた者で， 24歳に達した者【注1】
【注1】 出願資格⑥，⑦により出願する者は， 3ページ「3 出願資格の認定」を参照してください。
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(2）祉会人糊リ選抜俳国人留学生含む）

次の①及ひ⑫に該当する者
①平成31年3月までに， 2年以上の社会経験（研究機関，教育機関，行政機関，企業等での勤務及び自営業，
主婦等の経臨むを有する者

②次のi「品のいずれ由来該当する者
i 平成29年3月以前に修士の学位文は専門職学位に相当する学位を授与された者

量 平成29年3月以前に外国において修土の学位又は専門職学位（学校教育法第104条第1項の規定に基d
き学位規則（昭和28年文部省令策9号）第5条の2に規定する専門職学位をいう）に相当する学位を授

与された者
出 平成29年3月以前に外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位
又は専門職学位に相当する学位を授与された者

加 平成29年3月以前に我が固において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度
において位置付けられた教育施設であって，文書降卜学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士
の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者
v 平成29年3月以前に国際連合大学本部に関する国際連合と日本固との聞の協定の実施に伴う特却脂置法
（昭和51年法律第72号）第2条第2項に規定する 1972年12月11日の園際連合総会決議に基づき設立

された国際連合大学の課程を修了し，修土の学位に相当する学位を授与された者

明 文由降十学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第118号）で24歳に達した者【注1】
ア大学を卒業し，大学，研究所等において， 2年以上研究に従事した者で，本学大学院において，当該
研究の成果等により，修土の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者
イ 外国において学校教育における 16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信教育における授
業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における 16年の課程を修了した後，大

学，研知昨等において， 2年以上研究に従事した者で，本学大朝涜において，当該研究の成果等により，
修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者

v量本学大学院において，個別の入学資格審査により，修土の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の
学力があると認めた者で， 24歳に達した者【注1】

【注 1】 出願資格②vi，②viiにより出願する者は， 3ページ「3 出願資格の認定』を参照してくださ
い。
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3 出願資格の毘定（書類審査） （骸当者のみ）
一般選抜の出願資格⑥，⑦及明士会人特＇Jll民雄の出願資格②vi，②v量で出願しようとする者は，出願に先立
って出願資格審査を行いますので，下記の提出書類を提出期限までに提出してください。

なお，郵送の場合防必ず書留速達としてくださ~＼

(1）出願資格認定申請書※

(2）最終学歴の卒業（修了）証明書

提出書類 (3）成績証明書（履惨状況を証明する喜劇

（の研究歴証明書冊究期間，研究内容院必ず記劇

(5）研究成果資料

提出期限
一般選抜・社会人特別選抜（第1回） ・平成30年 7月513 （木）
一般選抜・社会人特別選抜（第2回） ・平成30年11月613 （火）

提出・問合せ先
帯広畜産大学入試・教務課入学誌験係

干関口－8555 帯広市稲田町西2線11番地

※ 出願資格認定申請書の様式は，本学ホームベージに掲載しています。

帯広畜産大学入試調報加：／/www油価o.ac・in/・叩刷刷血凪ml

上記ウェブサイト内の「大学院入試Jをご覧ください。

4 陣がい等のある志願者との事前相醸
本学に入学を志願する者で，障がい等のある者については，受験上及び修学上特別な配慮を必要とすることが

ありますので，下記の期限までに本学と相談を行ってください（日常生活において，ごく普通に使用されている

補聴器，松葉杖，車精子等を使用して受験する場合も試験場設定や他の特別な配慮との関係から必ず事前に相談

してくださし守。

(1）事前相談書※

提出書類 (2）医師の診断書

(3）その他障がいの状況がわかる書類（障害者手帳の写し等）

提出期限
一般選抜・社会人特別選抜（第1回） ：平成30年 7月20日（金）
一般選抜・社会人特別選抜（第2回） ：平成30年11月22日（木）

提出・問合せ先
帯広畜産大学入試・教誘課入学誌験係

干 0808555 帯広市稲田町西2線 11番地

※事前相談書の様式は，本学ホームページに掲載しています。

帯広畜産大学入試精報抽・胸WW油抽0配 .ini-Il'四副刷血担皿l

上記ウェプサイト内の「障がいのある志願者との事前中日音色をご覧くださ凡
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5 出願手続
(1）出願書類等（ー郵縫製表・社会人特別選制

一般
祉会人

出願書類等
選抜

特別 摘 要
選抜

＊印欄以外の所定の欄はすべて記入してください。
入学志願票 写真機4c直線3四）は，出願前3か月以内に撮影した上半身

1 受験票 。。無帽・E面向きのもので，裏面に志望専攻名・氏名を記入の上，
写真票 写真票の所定の欄に貼ってください（受験時に眼鏡を使用する者

は，必ず般競を着用して撮影したものにしてください）。

検定料（30,000円）を払い込み後，出願書類の所定の場所に貼

って提出してくださv¥

検定料の「振酎ム込 納入方法は， 5ベージの（2）を参照してくださv¥

2 
受付証明書（お客様 該当者 該当者 ※平成31年3月に本学文学院修士課程又Iま博士前期課程修了見
用）」 （日附印が押 のみ のみ 込みの者は進学者となるため，検定料は納付不要です．
印されたもの） ※国費外国人留学生は，検定料は納付不要ですので， 「国費外国

人留学生証明書」 （在学している太学が発行したもの。写しで

も可。）を提出してください。

3 研究計画書 。。大明涜において行おうとする研究内容を記載してください。
作成要領は5ベージの（3）を参照してください。

4 
修了証明書又は 該当者 該当者

※本学太学院の修了（見込）者及び国費外国人留学生は提出不要
修了貝込証明書 のみ のみ

5 成績証明書
該当者 該当者 厳封したものを提出してください（出身大学及び出身大朝潟。
のみ のみ ※本学の卒業・修了（見込）者及び国費外国人留学生は提出不要

6 
あて名栗（合格通知 。。本学所定の用紙に郵便番号・住所・氏治を明記したものを提出
書i割寸用） してください。

本学所定の封筒（小）に郵便番号・間ト氏名を明記し 362円分

7 受験票送付用封筒 。。の切手を貼ったものを提出してくださv¥
※入学試験係に受験票を直接取りに来る場合は氏名のみを記載
し，切手を貼る必要はありません。

住民票の写し又は 外国人 外国人
住民票の写しの場合は，出願締切から 6か月以内に発行された

8 
在留カードの写し のみ のみ

もので，在留資格，在留期聞が記入されているものを提出してく
ださい。

修士論文の内容の要旨又は現在進行中のものは途中甑晶の要旨

9 修士論文等の要旨 。。 (2, 000～4,000手在度）を提出してくださいロ
修士論文がない場合は，学力を表す論文，報告書等の資料を提
出してください。

10 推 薦 書 ／ 。勤務先所属長の推薦書又は従事していた勤務先所属長の推薦書若しくは自己推薦書を提出してくださし九

11 業績報告書 ／ 。研究論文，技術報告書，特許，実用新案，卒業研究報告書等，本人の業績又は業務内容を示すもの。

12 受験承諾書 ／ 。官公庁・企業等に在職している者は所属長または代表者が作成し押印したものを提出してください。

注： 出願書類のうち英語以外の外国語で発行された書類については，日本語訳を添付してくださv¥
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(2）検定料の納入方法

本学所定の払込取扱栗により，払込期間内に最寄りの郵便局・ゅうちょ量財子から払い込んでくださし九

なお，郵幌局・ゅうちょ樹子の窓口取扱い出亘常平日は 16時まで，土・日曜日及び祝日は併撲ですのでご注

意くださ~＼

区 分 払 込 期 間

一部縫蹴・社会人特別選抜悌l回 平成30年 7月 6日（金）～平成30年 7月20日（鉛

一悌縫鞍・担会人特別選抜悌2回） 平成30年11月12日明）～平成30年11月22日（木）

注1: 受理した検定料4お足還できません。ただし，次の場合に限り，申出により検定料相当額を返還し
ます。

ア）出願しなかった場合

イ）出願書類が受理されなかった場合

ワ）二重に払い込んだ場合

※返還に関する問い合わせ先 帯広畜産大学入試・教務課入学争轍係 Tu.0155-49-5321 

注2: 検定料が払い込まれていない場合や「振替払込受付証明書」に郵便局・ゅうちょ量財Tの日附印
が押印されていない場合は出願を受理できません。

(3）研究計画書誌の作成要領

文学院で実抱する研提について 主指噂を希望する教員と必ず連絡を取って相識のよ作成してください白

日本語の場合は2,000宇程度，英語の場合はM版用紙で2枚程度としますロ

研究計画書には以下の3つの内容を明確に記すこと。

1.研究の背景と目的（詳細に記すこと）

2.研究の方法概略 C技法等の詳細f認白書は必要なく，研究全体の流れを簡潔に記すこと）

3.予想される研究結果 f詳細な記述防必凄なく，研究目的に沿って簡潔に記すこと）

研究計画書の様式は，本学ホームページに掲載しています。

帯広畜産大学入試情報凶・／加WW油価。凪in/-n・四面／ind且 h出I

上記ウェブサイト内の「大学院入試」のベージをご覧くださしL

（心出願方法汲び出願期間

出願書類は，一括して本学所定の封筒（対若しくは角型2号の封筒に入れ，持参又は郵送してください。

①持参の場合

受付時間は， 8時30分から 17時までとします。ただし，土・日曜日及t胤日を除きます。
②郵送の場合

必ず「書留速勤扱いとしてください。出願期間最終日の17時必着とします。

なお，出血醐限後に到着した出願書類等は受理しないので，郵便事情等を考慮して余裕を持って発送して

ください。

区 分

一般選抜・柾会人特別選抜傷1回）

一般選抜・社会人特別選抜悌2回）

(5) 出願書類等の提出先

帯広畜産大学入試・教務課入学試験係

干関08555 帯広市稲田町西2線11番地

出 願 期 問

平成30年 7月13日（金）～平成30年 7月20日（鉛

平成30年11月19日明）～平成30年11月22日（木）

なお，出願書類等は，返還することができません。
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6 入学者遺抜方法

(1）一般選抜

面接（修士論文の要旨（またはこれまでの研究内容の要旨），研究計画書及び成績証明書の内容を考慮する。）

により行う。

科目名 配点 内容等

教育奇聞旨導分野毎に複数の面接官による個人面接とし，研究計画等に関す

面接 100点
るプレゼンテーション及びその内容に関する口頭試聞を含む。

なお，必要に応じて英語の能力汐ト国人に対しては英語または日本語の能力）

に関する試聞を行うことがある。

(2）担会人特別君臨

面接（推薦書，修士論文の要旨（またはこれまでの研究内溶の要旨），研究計画書，成績証明書及び業績報告

書の内容を考慮する）により行う。

科目名 ｜ 配点 ｜ 内容等

面接 100点
教育研究指導分野毎に複数の面接官による個人面接とし，研究計画等に関す

るプレゼンテーション及びその内容に関する口頭試聞を含む。

7 鼠験期日及E鳳験場

(1）平成31年度4月入学（第1回）

一般選抜・祉会人特別選抜

実施期日｜科目等

平成30年8月2日休〉 面 接

時

13:00～ 

問 試験場

帯広畜産大学

※試験当日のプレゼンテーションのデー告をMicrosoftPower Pointで作成して，平成30年8月10日（金）
までに入学試験係まで持参または書法してください。

※平成30年8月20日臼） 10時から試験場案内図を受験者入口（総合研究棟I号館玄関）に掲示しますが，

試場塩内に入ることはできません。

(2）平成31年度4月入学（第2回）

一般選抜・担会人糊リ選抜

実施期日｜科目等 時 問 試験場

平成ω年12月16日（日） 面 接 13:00～ 帯広畜産大学

※試験当日のプレゼンテーションのデ－11をMicrosoftPower Pointで作成して，平成30年 12月10日（月）
までに入学試験係まで持参または費目差してください。

※平成30年 12月 14日（金） 10時から試験場案内図を受験者入口 f総合研究棟I号館玄関）に掲示します
が，試験室内に入ることはできません。
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8 合格発表
(1）下記により合格者の受験番号を発表します。

区 分 発 表 日 時 場 所

一般港抜・社会人特別選抜（第1回） 平成30年 8月28日 ωο10:00 本学総合研究棟I号館玄関

及び本学ホームベージ

一般港抜・社会人特別選抜（第2回） 平胸0年12月25日 (;k)10:00 http://www. obihiro. ac. jp/ 

(2）合格者で本学に在学する者には，受験票と引き換えに合格通知書及び入学手続きに必要な書類を入試・教務

課入学試験係で交付します。その他の合格者には郵送します。

(3）電話等による合否に関する問い合わせには，応じられません。

9 入学手続

(1）入学手続期間

区 分

一般選抜・キ士会人特別選抜甥l回）

手 続 期 間

宅成31年1月7目白）～羽或31年1月15日 0k)

一般選抜・中士会人特別選抜甥2回）

(2）入学料 282,000円

注：平成31年3月に本学大学院修士課程又同等士前期課程を修了し，引き続き本課程に進学する者は，入学

料は不要です。

(3）その他の経費

学生教育研究災害傷害保険料OE課・課外活動中における不慮の災害事故による学生の傷害に対する救済措置）
3,670円

授業料について（参考1
前期分 267,900円後期分 267,900円

※上記の納付金は現行額であり，入学時及"(j;在学中に学生納付金の改定尚子われた場

合には，改定時から新たな納付金が適用されます。

※納入期限は，前期分が4月末日，後期分については10月末日です。

10個人情報の取扱いについて

(1）本学泊1保有する個人情報は， 「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」等の法令を遵守す

るとともに， 「国立大学法人帯広畜産大学保有個人情報管理規舶に基づき，保護に万全を期しています。

ω出願時にお知らせいただいた氏名，住所等の個人情報については，入学者選抜，合格発表，入学手続，入学
者選抜方法等における調査・研究及びこれらに付随する業務を行うために利用します。

(3）入学者選抜で得られた試験成績の個人情報は，入学者選抜及び入学者選抜方法等における調査・研究を行う

ために利用します。

(4）上記（2）及び（のの個人情報のうち，合格者のみ，入学後の教務関係（修学指導等），学生支援関係（奨学金

申請・授業料免除申請等Jに関する業務及びこれらに付随する業務を行うために利用しますので，合格者には
入学手続時に改めてお知らせします。
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帯広畜産大学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士後期課程）案内

1 大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士後期課程） 教育ポリシー（方針）

0アドミッションポリシー（入学者受入方針？
帯広畜産大学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士後期課程）では， 「獣医・農畜産学融合」 ・「海外の大学

との協力」による教育体制により，食と農のグローノ勺レ化を背景にした専門的知識及び創造性と優れた研究開発能

力・教育能力を備えた豊かな人間カを持つ研究者・教育者を養成するため，以下のような人を学生として求めてい

ます。

1. 獣医学や農畜産学に関する国際的な視野を持って，高いコミュニケーション能力を身につけて国際水準の

先端的な研究を展開できる教育者・研究者を目指す人

2.獣医・農畜産学融合分野において自らの研究成果を祖会に還元し，動物や人の健康，地球環境や生態系の保

全，産業や生命科学の発展に中心的な役割を担い園内外を問わ枠土会貢献することに意欲のある人

3.畜産科学専攻の特定分野に関する総針怜知識や先端的研究を探究したい人

4.畜産科学専攻の特定分野に関する修士課程までの基礎知識と基礎的師時を身につけている人

Oディプロマポリシー（学位捜与方針）
帯広畜産大学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士後期課程訪では，教育課程で定められた授業科目を履修し

て所定の修了要件単位を修得し，家畜生産科学，環境生態学，食品科学，農業経済学，農業環境工学，植物生産科

学等の農畜産学分野及びその学際分野における最新の知識と揃惜駆使した先端研究を担うため，以下の能力を身

につけた人に学位を授与します。

1.倫理観

・家畜生産科学，環境生態学，食品科学，農業経済学，農業環境工学，植物生産科学，畜産衛生学，動物医科

学の農畜産学分野における最新の知識と揃枇生命現象や社会活動に対する深い理解に基づいた倫理観を身

につけている人

2.国院通用力・リーダーシップ

・生体内部のミクロレベル，個体及び個体群を対象としたマクロレベル，さらに家畜生産を含めた広範囲な生

命科学的研究領域において国際水準の先端的研究ができる能力を身につけている人

・生体内部，個体及び個体群を対象とした生態学的研究領域において国際水準の先端的研究ができる能力を身

につけている人

・農畜産物の加工・利用及びそれらの機能性・安封由こついての高度な知識と技術及び国際水準の先端的研究

ができる能力を身につけている人

・圏内外の資源を利用し，食料の生産性向上を支えるための農業経済に関する国際水準の先端的研究ができる

能力を身につけている人

－国内外の資源を利用し，食料の生産性向上を支えるための生産技術守喋蹟制御に関する国際水準の先端的研

究ができる能力を身につけている人

－動物医科学に関する幅広い専門分野の知識を身につけ，国際水準の先端的研究ができる能力を身につけてい

る人

3.表現力・コミュニケーション能力

・家畜生産科学，環境生態学，食品科学，農業経済学，農業環境工学，植物生産科学分野における専門性につ

いて，思考・判断の過程を説明するために国蹴量用性のあるプレゼンテーション能力及びコミュニケーショ

ン能力を身につけている人

4.専門的知識・技術

・家畜生産科学，環境生歯学，食品科学，農業経済学，農業環境工学，植物生産科学分野における高度な知識

と技術を身につけ，獣医学分野，農畜産学分野及びその学際的分野に関する園際的な視野を持って，農畜産

業のグローノ勺レ化に伴う多様な担会ニーズに対応できる実践力とリーダーシップを発揮し，国際水準の先端

的な研究能力を身につけている人
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0カリキュラムポリシー（敏宵標程組成方針）
帯広畜産大学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博土後期課程）ディプロマポ日シーに掲げた知識・技能等を修

得させるために，以下の点に配慮して教育を行います。

1. 研究者としての高度な倫理観の養成

eーラーニングやアクティプラーニングを用いた，高度な倫理観を養成する科目を配置します。

2. リーダーシップの養成

－柾会ニーズに対応できる実践カとリーダーシップを有する教育者・研究者を育成するために，高度な知識と

技術を習得し，全体を統括できる能力を習得させる科目を配置します。

・優れた教育者・研究者になるために教育・研究スキルを実践的に修得できる科目を配置します。

3. 国際通用力の養成

・海外での活動を見据え，英語によるプレゼンテーション能力や，ディベート能力及U論文作成能力を高める
科目を配置します。

・最先端の研究能力を修得するため，海外の大学との協力体制による研究インターンシップやフィーノレドワー

ク等の国際重用カを養除する科目を配置します。

4. 博士人材としての総合研究力の養成

獣医・農畜産融会の視点から，幅広く専門性の高い知識を分野横断的に修得するために共通科目を配置する

とともに他専攻科目を選択科固として配置します。さらに地球規摸課題の解決を目的として，国際水準の先端

的な事暁能力を修得するための科目を配置します。

5.家畜の生体機能と生産・管理に関して，動物福祉キ環境保全などの視点、も取り入れた生命科学から生産科学

までの広範崎町先端の知識と技術を学ぶための科目を配置します。

6.食品安全マネジメントシステムや国内外における農畜産物の安全酎見に関する高度な専門知識と獣医療・動

物医科学の優れた分析技術や家畜管理技術を生かし，食の安全ヰ働物とヒトの健康に関する世界最先端の知識

と技術を修得させる授業科目を配置します。

7.成熟化した国際社会における動物福祉ヰ環境保全を踏まえ，自然環境の構成員（野生動物，昆虫，植物）の

役割・機能，相互作用及び生態系保全の両立に関する世界最先端の知識と技術を修得させる授業科目を配置し

ます。

8.農畜産物を原料とした食品の製造・加工及びこれらの機能性・安創生に関して，分子レベルから工業生産レ

ベルまでの広範カη 世界最先端の知見と邸時学ぶための授業科目を配置します。

9.わが国の食料島由と位置づけられる北海道十勝地域の資源を活用し，持続可能な物質循環相齢蛸源を踏ま

え，植物の生理，生態，遺伝や土壌に関する高度な知識をもとにした植物生産の昌司・質的向上に関する世界

最先端の知識と技術を修得させる授業科目を配置します。

10.わが国の食料島由と位置づけられる北講道十勝地域の資源を活用し，持続可能な物質循環判蹴資源を踏ま

え，食料生産に関わる経済学キ経営学に関する世界最先端の知識と技術を修得させる授業科目を配置します。

11.わが国の食料基地と位置づけられる北海道十勝地誠の資源を活用し，持続可能な物質循環や地域資源を踏ま

え，機械的・生物勃包手法や土木技術手法による食料生産環境の改善に関する世界最先端の知識と技術を修得

させる授業科目を配置します。

2 畜産衛生学位プログラムについて
畜産衛生学位プログラムとは，農作物・食品等の国境を越えた溺直拡大を背景として企業等に求められてい

る国際安全衛生基準の取得・維持に対応できる人材を育成するため，本学がこれまで旧畜産衛生学専攻におい

て実践してきた「食の安全確保」に関する高度な専門教育を全専攻の学生が履修可能な学位プログラムとして

発展させたものです。

このプログラムでは，農畜産物をはじめとする食の安全衛生に関するマネジメントシステム等の専門教育を

国際基準に適応した実習環境において行うことにより，優れた実践カ及び応用カを身につけた畜産衛生の専門

家を養成します。

本プログラム受講者は，博士後期課程の共通必修科目，共通選択科目を履修の上，プログラム必修科目・選

択必修科目を履修する必要があります。

注：本プログラム受講者は，各学年の始め・終了時に博士（農学）または博士（畜産衛生学）の学位選択を

行います。
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瞳産衛生学位プログラ4

0養成する人材像
畜産衛生学位プログラムにおいては，畜産衛生学花関する最先端の知識・技術を修得させる教育に加えて食品安

全マネジメントシステムにおける肋CCP専門家教育をさらに発展した内部監査の手法等に関する教育を行うこと

で，畜産衛生学の国際的な研究者・高度専門家として活屈できるん材を育成します。

0ディプロマポリシー（学位授与方針）
「食の安全確保」を担う国際的な研究者としての幅広い知識を有し，優れた問題解決ができる能力を身につけてい

る人に博士（畜産衛生学）の学位を授与します。

0カリキュラムポリシ－（教育課程編成方針7
畜産衛生学位プログラムにおいては，畜産生産現場から食卓における衛生に主眼を置いた畜産衛生学に闘する世

界最先端の知識と技術を修得させる授業科目を配置しますロ

3 課程の修了及E贈位の授与
本学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士後期課程）に3年以上在学して所定の単位（通常の博士後期課程

の場合は12単位以上，畜産衛生学位プログラムの場合は16単位以上）を修得し，カνつ，必要な研究指導を受け

た上，博士論文の審査及E論文関連科目の最終猷験に合格した者を課程の修了者とし， 「博士（農学）」又は「博
士（畜産衛生学）」の学位を授与します（「博士（畜塵衛生学）」については畜産衛生学位プログラムの修了者

のみ選択可〉。

ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，博士後期課程に1年以上（博士前期課程

の在学年数によって異なります）在学すれば足りるものとします。

4 社会人の受入れについて

本学大学院畜産学研究科畜産科学専攻（博士後期課程）では，大学等を卒業し企業や官公庁，教育現場などで

活鼠しながら，さらに高度な学識ヰ妓術を習得するために大学院へ進学しようとする社会人を受け入れるため

に，社会人特別選抜の制度を設けています。社会人特別選抜では，面接と書類審査によって柾会人としての実績

や資質，研究への意欲に重点を置いた選抜を行います。

なお，出願に際しては入学後の研究内容や履修方法などについて，主指導を希望する教員とあらかじめ協議し

てください。

5 長期履修制度について
長期履修制度は，職業を有するなどの事情により，標準修業年限を越えた一定の期間（6年以内）で計画的に

教育課程を履修し課程を修了したい方に，標準修業年限の学費で，その長期の計画的な履修を認めるものです。

長期履修を希望する方は，あらかじめ主指導を希望する教員と相談の上，原則として入学手続き時に申請書を

提出してください。
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6 大学院畜産学研究科博士後期課程畜産科学専攻担当教員一覧

氏 名

梅津一孝

浦島匡

大和田琢二

押田龍夫

加藤滑明

職名
名称

教授｜生糊工学

教授｜手嶋師陣

教授｜応用微生物学

教授｜野生動物学

研究分野

内容

畜産におけるエネルギー及び窒素循環の構築を目的とした高度エネ

ルギー変換発酵法ならび民窒素化合物の利用法開発

乳、型車製品の機能性、乳酸菌の役割

植物と微生物の共生に関する研究

晴覗類め生態学およvt系統地理学前府究

教授 ｜植物分子育種学｜植物育種における分子的基礎と応用

岸本 正 ｜教授｜農業機械学

木下幹朗

菱興起

口回圭吾

小池正徳

耕野拓一

小嶋道之

佐藤禎稔

永
一
骨

賀
一
回

志
一
島

仙北浴

谷

教授 ｜食F品齢旨学

日
一
日
一
日
一
日
一
日
一
日

統計学

家畜育種学

昆虫病理学

農業経済学

生物化学

農業機械学・

農業情報学

教授｜農灘酷学

教授｜食肉科学

康｜教授｜騨済学

昌幸｜教授｜坤学

辻修

手塚雅文

西田武弘

平田昌弘

福島道広

一浦秀穂

官本明夫

教授｜農糊全学

教授｜鋼生理学

教授｜輯飼養学

日
一
日
一
日

教授

牧野生態学・

文化人類学

栄養生化学

植物遺伝・

育種学

家畜繁殖学

1）農用車両走行装置の動力勃骨相生の解析

2）家畜ふん尿の土壌還元技術に関する研究

食品成分中における機能性脂質の生化勃柵究

統計データ解析・地域経済の統昔h分析・農業経済の統音防析

肉用牛の事帯尚評価値をベースとした統昔ほ宣伝学

昆虫寄生性菌類による生物的防除

経済疫学，開発経済学，畜産開発と貧困削減

生物機能に影響を及ぼす成分の構造および作用機序め解析

1）対鵬農業における農作業システム工学に関する研究

2）スマート農業・農業ロボットに関する研究

地域農業における大規模経営体の行動論理に関する研究

食肉科学に関する応用研究

農場における衛生管理高度化の経済分析・農産物溺量の比較構造分

析

農耕地における土壌献度の評価と改善に関する研究

1）寒冷地における土壌浸食防止

2)GISを用いた耕地防風林に関する研究

家畜のH険性理‘卵子成熟、受精、怪発生に関する研究

反舗家畜の栄養生理および飼料評価

1）乾燥地での牧野生態学と環境保全の研究

2）乾燥地での牧畜生業と乳文化論の研究

栄養生化学およびその分子生物学に関する理論と応用

ムギ類及びマメ類の適応性と品質に関する教育研究

受胎性に関わる免疫鵬~：精子・初期医と母体の生殖器官のクロス

トーク

宗岡寿美

山内宏昭

Acosta Ayala Ta皿S

Javier 

大西一光

川島千帆

教授｜農業掛f工学

教授

准教授

准教授

准教授

食品工学

家畜生産学・

家畜防疫学

植物育種学

家畜栄養学・

繁殖学

1鴻林地流域の河川水質環境と土岬朋評価

2）斜面の保全と緑化工師青の応用

農畜産物の高即日工・利用に関する理論と応用

家畜防疫学・現場における牛生園生効率の向上

作物の量暢質に関する遺伝育種噛柵究

周産期の栄新也射状態と繁殖機能に関する研究

闘醐の母体と胎子の栄華軒端に関する研究
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1. Nu皿h宜αfS同d血随句beAd皿it旬d

N凹色町ofS加d白血旬beA曲活肱場

Progr田宣
G田era凶命世羽田 可』制fa加al問s~醐noli佃回n伽,lg 
τbe 1• τbe2"' 古田 1• τbe2"' 

Ad血issiooTerm Ad血issi四 T田m Ad血issi皿 T回n Adrr虫si叩 Term

Doc加ョ！Progrヨ血of
A国血dSci阻田血d 10 U皿i同 L四回 U血i脂d
Agriculture 

時国page20置idafter伽世田progr四10叫泊es血d凱中町吋sors.

ホDepend血S岨也eres叫tofdre I＂凶血 ssioo回m，也e2"'凶血問団恒m may即 tbe n田ded.lnfi町田組阻量)fdie 2＂＇加盟咽 H
be岨 ourwebsi恒皿也emiddleofO由民主，2018.

2. A剛i国語m副知血
(l)G盟問！AdJnis困岨（阻北d喝恒国幽皿凶由雄盟担）

To司塑，Jy伽 G曲目ヨIA企凶s且叫佃e皿皿血師団ieof吐時五ollow也事国岡a

① Those who have been award凶 a血出回’sdegree or a deg悶 rel細川1回 professionals加di＇田， orare expec出d

to do田 onor be島田March31,2019.

② Tho田材mhave k回開置dedm血沈Ja戸na血描ぜsdegr田，町ad噂居間h凶加pro：色劉皿Jal副.ulies也鼠is

戸田国ibedby Article 5-2 of也eR噂刷四sofDegr田 (&luc組四a!Minis回ia1Onlin血田No.9, 1953），油ich包ba副

皿 Article104, Sectioo I of die School Education Law.，町町田P町制加do回田町befu田Maroh31,2019.

③ Tho田泊。haveh<粗 awanledam田園’sdegr田町ad噂宙開h晶d旬間島s副.ooal由xii田袖ichwaso切inedinJ：毎回

伽四igha間百甲田台国e田町田coo師同bya school団創deofJapan, or町田陣制加do回田町befureM眠：h31,

2019. 

④百雌柿田畑田民田問。Uedinagr叫臨school皿J申岨of血町師団s-ba副 d醐 ooalin曲印刷噌問叫by吐E

Minis町 ofEduc岨00,Cultt民社陪血，Sci国間置idTeclmology，，血dawanledam田町、degr田町adegr田re1a凶 U

pro：島組四国l由xii田by剖d阻副知岨叫町町田申面白dtodo回佃町民foreMarch31,2019.

⑤ Those who comple恒：da progr：田nof由eUnited Nations U血versity,which was establi巴hedbased on也e

Um同 NationsGen悶 lAss四，bJyResolution白凶Dece曲町 11,1972, which is E江田cribedby Numb町 I,

Item 2, of the Act on Special Measures Inciden阻I加 Enf町田men!of白eAgr宮田nentbetween也eUnited 

Nations and Japan regarding the Headquart問。ftheU副担dNations U凶V町si旬（ActNo. 72 of 1976），岨d

were a明 rdeda血崩御’S町 eq1国刊l四tdegree, or町eexpec恒dto do田 onorbefo田Mar油 31,2019.

⑥ Tho酷 who町 deeniedeligibleby也eM凶g町 ofl油皿組on,Culture.，亀岡市，Sci国間血dT＇由加。＇logy（刷le血No.ll8, 

Mini甜yofEduc組叫1989):[No随］

i. TI旧時whog羽田昌dfromacoUege副田伊酬泊出障問：hatacoUege町alabor宮町yfur2y闇 S世間自主血d

who are,宜主也世間阻むh悶叫恒，盟国伊包edby也eO凶 iroUi国咽司司yofAgri叫臨血dV•嗣祖myMedici田

白叫且脂＆血Xll田h由喜句.mlto or hi位置叫組目臨め世ty也皿aholder of a古田町’sd甲田町eligible.

ii. TI旧田泊。問中加ed16 y問。fschooled皿a臨御国d町 by祖幽司Ea corr百戸凶臨e曲目置血I叩岨

国副UC凶 bya school皿脳血ofJ：時四，田d岡田団関ed担問田町h伽 2y田富町田凧血d材田町，宜主也位

Z国掴むh闇叫民間回g虫ぉdby也eO刷出。Univ田ityofAgri四lture田dVeter担myMedicine Gr叫臓School

描havi喝句叫佃町M位置叫ad田ic剥lity血血aholder of am描園、degr田町e掃除．
⑦ Tho田who間 24y闇sold町older，置＂＇開田 g血ed血也epreli国nmy田1回世田bydreO凶加Uni￥副賞yofAgri叩】国電

田dVeter担myM叫四国G団品掴恒鼠hool田 having句圃Ito町 higheracade凶cab由町y也皿aholder of am国ぜs

d噂田町adegr国間加ed加professionals1udi田 [No陪］

No血勾1pli回醐who岨白砂町蜘恒⑥，⑦蜘四E叫旬rel1町旬“＇4.Au曲。血姐onfur伽岨d勾 pli咽 ts'’on

page 15. 
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(2）待問a!Sel副岨勧M出血Applies曲（incl凶時白岡田世咽！stud田包）

To apply宜主白Spe伺ISelec世田伽M油:ireApplic岨民団emustm田t世間蜘也o曲凶血①副②．

① Ap町田nwho has been employed血eith町apublic叫岨四国民priva恒∞坤岨y,ed刷出回orres国民h

i田困同胞，町hasbeen selιe田ployedor a home田al<er白o:2y田rsor more. 
② A person who即時atleast one of the白血i vii below. 
i. Tho田袖OW臨 awardeda四 S町’sdegr田町adegr田 relat凶 topro色ssi四国I曲川鴎on町befu田March31, 
2017. 

ii. Tho由討拍 W間抑制剖団組deJ時l8Ila mas回’sdegree,町 ad噂田油国b伊 b醐圃I曲Jdj白血tis 
戸田cribedby Article 5-2 of低 Regi血血msofDegr田胆血叫四a!Mini蜘 ia陥血血田No.9, 1953），岨ch包

bas<姐onArticle 104, Sec曲岨！of也aSchool Educ組閣Law，岨町befureMar凶 31,2017.

iii Tho田W也OW田 awardeda mas町’sdeg間町adegr田 rela也d柏戸oressi団盟l由.Kli回世岨tw田ob泊血d皿J司粗

伽OU位ac岨宙pone畑出回目田C佃due凶 bya帥 ool白血deofJ:甲 non町befureMan:h 31, 2017. 
iv. 百四;ewho凶時以四回oiled皿agr叫且脂血hoolinJ：甲nof血 ov町田asゐa副伯凪厄onal血姐tution司iproved

by也eMi血回of抽 A回世皿，Cul佃官九時間r民 Sci阻田andTechnology，，血d耐置由契ia四 S町’sd噂田町adegr田

related to prores司皿al曲Jdj届 by岨idins出血四回町befure』fmch31,2017.

v. Tho田 whocompleted a pro伊血ofthe U血陪dNa回目University,which was establish“based on也e
United Nations G田町・alAssembly Resolution da白川iDecerr曲町11,1972, which is prescribed by Ite：血2,

Article 2 of吐i.eAct on Sp田:ialM同副m Inc泊四国1回 Enforcementof也eAgr田血.entbetw出n也e
Unit“Nations阻 dJap組問：garding血eHeadq国 Z町sof the U凶阻dNations University (Act No. 72 of 
1976），血dwere a明 d“a四品加’sor equ:ivaJ，四tdegr田 onor before Mar曲 31,2017.

vi. 百鵬叫拍臨24y拙 old町older，副仕組凶eligibleby 1he M凶拙of抽 A噛皿，Cul回，S戸民制田田

血dTechr回，Jogy(B叫k血 No.118,M凶s1Iyof抽 z組曲，1989），削：[No阻］
a. 百 0酷 W也og泊圃胞1量四na college置ider耳罪容姐皿問国rchat a coll喝芦町laborヨ畑y伽 2戸田町古田町

血d油oare，伽也白血S躍 ch悶叫民recognizroby 1he白血oU血versityof Agr凶 .lure副 Veter泊ary

M姐 d田白叫圃脂School出也羽喝勾d柏町high町醐伽凶油画量子也皿aholderofam田町’sdegr田町

eligible. 

b. 百鵬泊。回紅iple凶 16y盟百ofschool伯 Z組曲伽田d町by也凶ga目E宙開d回出回国盟国J司阻

。佃血z凶 byaschoolm血ideofJi畦m，血dha時四伊伊d血問国X曲伽2y闇富田Ion昌er,and who are,伽
也位re揖置むh担割地民間伊盟dby也eOhibiro UJ血V町田町yof Agricultu田andVeter旭町yMec馳＂＇白抽雌

School掴凶由geq国l佃町higher郎副自由剥lity伽na holder ofa masぜsdegr田町eliゆ,Je.
vii. 百0圏泊。田24y盟百old町 older，血drecognizro in 1he p田恒国国ry副田匝岨by世田OhibiroU血咽湿宅yof 

Agric曲 :ireand Vet町並aryMedicine Gr拍A蹴 School画幽吋喝eq凶I旬。o:hi位置a凪d血血ab温ty也血aholder 
ofa四蜘’sd噂田町adegr田由回回開島姐叩alstudi田 [No出］

Not臨 Alli温四醐W加掴白骨cri脂血②吋 or②吋iabove n田d佃 refi町佃“＇3.Au曲師団組onfor Q田雌姐
Ap凶回由”。n戸gets.
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3. Au由国皿姐皿量ll'Q田lifiedAp:凶掴且旬位appli皿bh品
百回ew也ow由明＞lyur叫町田t加盟⑥。r⑦伽勧G世間lAdmi阻叫町② vior② vii fur也e句E姐制E畑宜主Mlllllre
A凶お幽田店tbe副池田t副田中岨剖明h回出 Sub凶世Edocume由皿住凶』kおwby勧告姐血 Ifyou阻 d1be 
d町田1目指byrr凶L田ere隣国'ed鹿戸田smail.

(1) Applic甜皿furm量lrql掴随eel叩ipli四ntaw也四iza垣間＊

。） Grad四国J/c四nple加 1即 tifi国飴伽皿也elast油田＞lyoua肱盟dee!
D国血盟由加罰Jbn:世 。） A回demic岡田討pt

(4) R居期地阻価回勧告iciudingPE到。dof也盟国uioont阻旬ofyu世間閣制

(5) M拙由lsfromn糊油闇1曲

The 1•0国間lAch温BSionandS1聞alSelection for M油JreApplica曲：

D田dline
百四叫ay,J1叫yS,2018

The 2""G国間！Admi描1阻血dSp悶alSel1国:tionfor Mature A卯E四曲：

Tu田dayNovi置b町6,2018

B血盟Elim福田園田10血田

Subr曲師： α曲量oUniv咽 yofAgrict品ireamVi自国yMedicine
II NJS!垣正k臨取払α曲。，E拙也記b使協-8555,Ji哩阻

町E陪樫司pli自由血伽mfur也e副泊oriz!副皿伽伊alified可申h曲血直前ailable岨 ourwel謝旬副

h世p://www.ob幽 o.acjp/-g池田国／国民泊／剖皿ission/appli叫四f立政叫回l

4. Ad咽 E国 C岨叫阻低血伽Ap凶血且包wi血m両国！Dis刷出圃
Appli周醐wi血刊明白ldis剥liti田町ad由d加国盟問ItW他也sh出臨eE四血ationO盛田by也e也剖linebelow.，田
甲伺alc皿sider姐onmaybe n田園田ryfur匂king1be田aminati田町臨xlyi曙・τbo田 whou田ah田rin呂田id,en島国，町a
wh田：！chairsre d田 d由ed旬。佃回It血eEntrnn周忌血血油田Offi民国哩iecial置四ngi四国白描也e田a皿in凶onsi岡置叫

o血er！郎副皿smayben民間駆y.

(I) Application for白田叫句tion*

Doom直面白subm量
ο） MedおalC町tifica胞
(3) O也世document也atぬows位四回nditionsof di曲bilities(e.g. a copyαf世田
disab:出世y田凶fica悼）

The l"G由回叫Ad血血盟国置叫Sp田恒ISele<羽田伽M組問Applic姐担：

D田dline
Friday, Ji叫y20,2018

The2""G置問！Ad皿岡田置idSp目白ISele<:tion伽勘助JreA押E国崎：

Thur吋ay,N肝匝由er22,2018

E園田盟諸E四minaf閣 O自由

Subrn並旬 α曲。Ur酌園町ぱ:Agria品配置rlV1由盟myMe<li血.，

llNi出2,h圃laclD,α池iro,l量制<Didoα協畠555,J：哩皿
すThe可申lici抱凹form伽也e田池田盟副凹伽年凶ified司司pli回目祖国師凶ableon our websi恒at

h甘p:/1加WW.Ob曲 o.部品川現lrurnu/田d凶／admission/appli棚田／md既 h回I
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5. Ap凶皿姐皿町田叫me
(1) A副羽田id凹盟国由（G四四lAd血羽田，，旬間al嗣師阻勧M副理Ap凶回ntal

Sp<油I

Appli目的ndocu血目由
G園田宮1 Selection伽

S咽nmacy
Ad皿issi＇四 』白血re

Anoli園出

F皿価低岡田量凶量四国甲tcoh田町田hョdw池＊

Appli岨包叩伽町田阻
τkβ醐（4cmhi誹x3cmw訟）田園出e加盟依田W拙血3

1 admission岨 d，皿d Y田 Y国
宜四曲S戸1ぽ加哩司pli<調主m.TheP<盟副田圃bea full曲崎貴国明開，

pho加graphc置d
wi1h:n由民副腎置均gJag,掛百:youeヰ制1odo田at位置凪

；；；~酷d拘醐置組副世d田開.eit.旬1也h叩．~gram you are明 lying伽岨吐.eh紘

Pay30.，脚y田伽島国軍国atioofee田dgluether官晦t旬伽
sp剖fied制坦on也門司pU....曲田伽唖．
S問。）伽paym岡田帥dooPa耳障17.

R即ei~詑 of也e
可1蜘 ewho田可E国事国担d加F叫 u臨 a皿副島r’sprogra皿αf

2 但四回世田倫（WI也 E曙司pli国hie E哩司plicable
Oh幽唱団U曲目唾tyofAgric曲師掴dVeterin町 Medicinein 

伽島由X耳同）
地問h,2019 do not n副曲阿也eexamina伽nfee.
*Government-finan白羽直面ternationalstud回白don叫h町e佃
pay也efee. Submit也e田措置園陸ofa gov＇白百皿 ent-finan四姐
面包rnationalstud阻t,which is i園田edbyyo町田Uege.A回W
is ,ble. 

3 Re田師hpr叩0回I Y田 Y田
D田町加血町田闇chy田 i園田d旬doin1heDoc回ョ！Progrヨm
S田 （3】G凶deli田 ofR国臨むh置。問団looPa田17.

C町幽店出of凹2司pletion, *Th倒ewh。h町＠曲皿1ple怯do時 areexp田島d曲師mple血血e

4 
町田宮幽四teof田中町恒d

E樫司pli国hie Eヰ哩E団hie
g叫岡島町h回＇Iof血eOb副roUt曲目唱dtyofAgric曲田岨d

cor哩l出血，ofgr叫坦脂 Veterinary M剖置cioeorg駒田且U国企画・m閣官面阻百圃泊nal
田hool 由雄由也皿Jt盟理d佃a血E凪

M田tbe副 edOf也e6-year undergradu甜 progr置n，世田園田’s
progr田ioftheuniversityy1叩。岨ipleted.
合Gradua闘旬渇dua闘師同ofOb血iroUt曲 enityof

5 A周伽司c回nscri戸 E樫司pli田hie E得甲h叩hie
Agriculture岨dVeterioa巧M自制ne,th倒ewhohave
田圃pie胎dor脚恒P配胎d加曲岬I出血eg羽dua睡眠h凹＇Iof
曲eObihiroUnive揃tyofAgri四lture阻dV•出血町7

M副誼cineor gover哩陸回・，firum<叫面島田園包囲d由Jdel由do皿Jt
E圃姐加sublJ此

Nae田副証油国咽d
6 ~伽,fadJ:阻圃d盟：，田）凶田租叩 Yes Yes Fillm且yourname, addr国S血d伊由1。ode四也epr田cnbed伽且

F迎。国}00<111由民a紬四回開凶目対日姐伊豆post鞍由llll"'w四血
Self...：油田副由叫凶 ヌ¥2y<盟田島戸田:rih謡曲叫同町dヰ且
7 曲姐申量定田雄略吐也 Y田 Y田 *The由E瞬間mm園田阻守宜youcl岡崎価四回佃也eE曲置闘
国国E躍加幅問問団副 Eu由剖加Office師陣主叩世睡個'II.Ji回.twri怯yo町皿阻eon

也eenvelone. 
Ca世b配αfR品位盟国， 白ly Only τbe C町組曲脂ofR錨der悶 mustbe one凶 Jedwi血血6mo回hs
8 町田司pyofR凶d回国 h恒田園田圃 i圃置nati皿d befu脂血e也脂ofsublDISSIOO，皿d町田tcoo凪in也ad国crip姐岨of

Card 由xi回箇 s阻止置箇 明蝿g皿 JSand由主10dofs也y

S吐nnita回血田置yofyo町m田町’s也e困s，町aprogr田町甲町tif
Sw宜naryofm描回’s 白血四hasnot be田店llllpie凶 yet(ooA4由町民3pa呂田
9 也聞S町 substi白白 Y国 Y田 m血盟国血）．
ma加担l If you do not have am剖町’s血凶s,s曲凶I血血剖園田C也e邸町

世間t也atshows刊町叫“問cab幽田

Let町 of
Submit a let町 of開田園田町idatioofrom也eh田dof也e

10 
r開園田国師団

No Y田 o宜ice/回宜甲団司yof田E冒並orprevimJS田nploym四L町alet町 of
田If-r田町田iendation.

Cunict畠lDl唱曲e町
A list也剖位田wsyo官邸泊町田net由andd凶田，whichmay血elude

11 
R国:une

No Yes :11叫·~血ati剖m副也~田1-:.，臨出回！rep町ts,pat阻亀凶litymodels，皿d／，町

12 Appmval伽明＇ licl組四 No Yes 首S由刊U国~血S田叩m問,Joyi叫姐四by！＂凹血Jb~園町理世施間db出y血S血血a伊町F阻d副
.ti町L

Nole:AJ1叩an師岡田l泊四国JS!be拡国hed柏町組四国whichare issued in 1angua伊 0也町白血Jap園田e町Engli血
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(2) Payment method for e四回a出nfee

Pay the田町血副onfue国n甚也epr田白色edfunn at a post o盛田町Ja抑nP，田tBankwi血inthe必剖伊atedpayment period田

恒die国凶below.

No白血at戸sto血cesand Japan Post Banks町田口nally叩田量四9:00也16:00岨 W出凶叩血dcl田d岨 Saturdays,

Sun白戸置凶n組曲alholi血.y&

E剖血ination Payment Penod 

The 1•0置盟百lAd血issi皿置叫

匂ぬdSel帥 onfor Ma加eA卯h回血
From Friday, Ji叫y6,2018旬Friday,J叫y20,2018

The2"'G盟問lAd四国岨置姐

Sp悶alSe初回m伽抽出eA押h回出
FromM四:iday,Ni町田池町12,2018加Thur叫ay,No官置色町22,2018

N由 1：τ'he国四国首.onfueis即灯油副able田C沼ptupon田q田st皿也e制1σwing田ses:
a. The payer did not apply. 

b. The application has been r吋ected.
c. 世田applicanthas pfild the盟国国nation島etwi凪
*f，町伽也直面伽団組皿abm昌也ere命凶，田由ct

匝宜祖国鼠阻i醐凹G盛田
Ob岨iroUi世咽百lityofAgri叩加芭置凶Veter泊myMぬd田
~四国l:nvt凪iraJ刷出o.ac.in

No胎2:An明＇lie姐.onw迎her司町師difthe田町古凶onfueis回t戸idorthep可四回臨時t臼田tdated by the post 0笛田or
J理J1111PostB置北

（通.） Guideline of research proposal 
You must consult vo旧rDI唱個目蝿ve岨 nervisorbeforo makine the res曲目hnrnnosal. The proposal must be 

wi血in2,000 cbarac師四inJapanese，町師。A4sheets in Engli由 It町田tinclude血efollowing白血epoin胞：

1. Background and purposes d也eres ea白血（inde阻ii)

2. Outline of research method 何回 donot need to describe research techniques in detail. Just 

briefly explain the outline of吐iewhole research pr田 edur叫
3. Expected research results (Detailed d回criptionis not n町田sary.Briefly describe e却ected

results m co叫四tof the research purposes.) 

*The form for the田search戸opo同!is町田ilable岨 ourweb副恒副

http://www.obihiro』.c.jp／－伊h皿 IDen.唱lish刷皿is田0111applicati四回d田.html

(4) Appli伺 tionmethod阻 dapplication i陪riod

Encl田eall世田司司pli回世田d開 mier由恒也epr田町、d回開I司＂＇or阻A4-司7ed匝＂＂＇＇叩 e田dbri喝 itdir百世y旬也eUniver討司y

町臨d註bymail 

①田町tAppli副皿1田智随dbe阿闇18・：30四dl7：・00,M田副y也田理!iiFri伽y
② Mailed Appli曲面皿：

τ'hedocLOI田由国皿be阻 1tbyr噂蜘凶平問aldelivery皿且Thedo四国阻幅have佃 arriveby 17:00 on也e旭国

day of the app盟国首onperiod. D田1血田昌置riving凶E也血創SW世田thea白押凶，回be副島也ser凶也em田iy

園田ugh加avoidpo由ldela戸・

Exammation Application Period 

The l"G軍閥lAdmission置xi

匂伺dSel副田伽抽加eApplica血
From Friday, July 13, 2018加Fri伽.y,J1叫y20,2018

The2"'G由盟百lA血ris国田直姐

Sp悶alSelection伽 Ma皿eAppJi，回出
From Monday, No羽田her19,2018旬τ'bur吋ay,No四血her22,2018

(5) Submit the application docu皿.entsto・

E蜘闘E田E血姐皿O盛岡ObihiroUi血明阻ザofAgrお曲Jre血dV＇蜘幽 yM凶icine.

llNi出 2,Inadacho, Ob曲。，Hok!血do08().8555, Ji伊n
No出：τk樫>plicationd回 :une曲 W盟国tberetur盟rl
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6. Me血odof.Selec困血
(1) G田畑lAdr四回n

Re叫凪量om勧 int町view(about也eoutline of the m剖悼r's也esisor past research con崎山，也e問国民hproposal 

and也S部剖国凶ctr田闘争t)w迎be田a血泊白1

Description 
Allo岡田t

Summary 
of marks 

Personal m町 viewby multiple田町viewersm each field of education岨 d

回田町：h instruction, 町ulp問時n阻虹皿 on也.eresearch plan, 血doral 

h同:rview 100 examination about 1!. 

Oral回阻皿ationon English skills or, for in1恒mationalstude曲， onJapanese 

skills may be unplemen恒dasne回田町y.

(2) Sp悶alSelection for Mature Applic四回

R田由貴omthe in町市w(about也e同町ofrec世田国側四，也eoutline of也e回田町’s也esisor past res田rch

con回包，也.er回同四hproposal，也ea四d田武田町ipt田dthe四回四hnn曲的宙U血e)w迎be田lllI血ed.

Description 
Allotm四t

Su血血ary
of marks 

Personal int町viewby multiple in町 viewersin e叫hfield of educa岨on岨d

Interview 100 間関町chins阻止ction, 岨 dp自由ntat10non也eresearch plan, and oral 

ex町田nationabout it 

7. Time, Date and Exa皿ina話。也Lace:厄on
(1) The 1•' G阻 era!Ad皿i田ionand Sp回alSelection for政fatureApplic阻也Startingin April, 2019 

加 ｜ 民岬加 ｜ T回 I Location 
Ob幽oUi出回tyof

We血田向，M伊 122.201s I h町町 I !3:00一 ｜相刷町副V蜘 insry

Medicine 

合Bringor mail曲eE但croso世PowerPoint da帥加beused for the p即時ntation個 the阻a皿 dayto Entrance 

Examination Office by Friday, A皿富田国10,2018.

*From 10:00 a.m. on Monday, August 20, 2018，也elocation of也eexar凶na伽nroo皿willbepos恒d叫吐盟四国温問

。f由sG田町叫ResearchB凶！dingI. Ho司市町民田町並佃也e阻祖国tion r田皿isnot allo岬吋

(2) The 2nd General Ad皿ission阻 dSp凶alSel田tionforM瓜田eAppli朗n旬 Sta此in喧inApril, 2019 

防担 ｜ 民個別皿 ｜ t出 ｜ I店舗皿
Ob価。Ur曲目宏司tyof

E岨day,Dec帥 CI16,2018 I 加町 I 13:oト ｜相凶蹴副V出町
Medicine 

合Bringor皿ailthe E但crosoftPower Point data加beused for the prese哩talionon the exa皿 dayto Entrance 

Examination O血帥byMonday, December 10, 2018. 

事From10:00 a.m. on Friday, D田emb世 14,2018, the location of the examination room will be posted at也e曲岡田e

of the G由era!Research Building I. However，即位y泊出血eexa血inationroom is not allowed. 
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8. Notifies:低血ofAdm担曲E

(1) Schedule 

Examination Date 

The 1•0置盟百lAd血issi皿置叫

旬開lSel副佃伽抽且:ireAppli回血
IO:OOam,Tu眉day,A略国128,2018

The2""G世間lA伽lissi岨置叫

毎回:ialSel副 onfor Mature Applica醐
10・：OOam,Tu国day,D国間加25,2018

τE民自:xlemn曲師oface叩旬d曲id由也aredisplayi訓dat也e田町置問。f血eG官官叫R国earchBuilding I皿don吐Eweb面白
(h世p:J.加ww.o抽 m叫 jp/1田gli血／血d阻h凶）
(2）盟国 successfulapplicants who have been studying in Obihiro University should m皿eto the 
Entrance E玄aminationOffi田 withad皿issioncard and re四ivethe no回国世田ofad皿issionand也e
doCI皿四回n匝周囲:ryfor enrollment proc国uresτb也eother田C田ssfulappli四且阿世田配d町田nen白 are
田ntbymail. 

(3) Telephone enqi止i朗間宮世dinga也凶関血世enot accepted. 

9. Enrollment P岡田dures

(1) Enrollment Period 

Examination P田iod

百el"G由盟百IA血lis困岨鑑:id

匂倒alSelection for Ma皿eAppli白山
FromM田由y，脇田置y7, 2019 ro Tue幼 y,J：田旧置y15,2019 

The2""G置悶lA也lissi四担当d

旬開alSelecti阻 f町Ma皿eAppli1田由

*Thedocu皿entshave加 arrivehy 17:00 on the last day. 

(2) Enrollment Fee: 282,000 yen 

Note: Those who complete the皿as旬r'sprogr田nof the Obihiro University of Agriculture and 

Veterinary Medicine and enter this program do not need 句 paythe enrollment fee. 

(3) 0也erExp四国

Fee伽 dis闘ter／，田cidentinsurance for国ud田恒ined田ation/re問問h:3,670yen 

(Ins国姐cefor accider血Iinjury in University部恒.vities)

司副on(su句ect旬ch岨ge)
First semes町：￥267,900,s田ond田血田町：￥267,900,
可'heabove佃i世onis也ecurr四I町田unt.If the加i姐onis changed at也.etime of en1岡田eor while田uulled,

血enew tuition will be charged告。m也etime of change. 

事Paymentd田dlineis也e田dof April for血e畳間ts町田町回世on阻d也e四dofOc加b町 forthe second 

semester tuition. 

10.Privacy Sta胞ment
(1) Anyp町田国linfor団組.onwe a岬町担誼ictlypro臨凶under白”Law田町。臨画皿ofPe問団lh伽四垣皿Heldby 

Jruk苧剖副A血盟国班油veAge悶居”血d1he明曲目凶Universityα耳目別皿ObihiroUi町四町yofAgrお叫畑町叫

V蜘担aryMedicine抽 nage血圃R噂血租咽ofP1師団ialinfonn組皿”

ο） p，百四Jal血fonn姐皿回出掛yourname置xi＂＇抽田 S也ais回並d国ng也e明 h回tion戸田潤S盟国ed量xselection, 
田凶回話回of副団組問園田Umentpr田d町民団irveyand開田町h四国I国:tionme血ods田dadditi四国lpr田edur田．

。） Personal information田油田吐E悶 E曲a園田間叫脂a岬血edin吐iepr田沼田of田I回世田isused量Jrsurvey皿d団関置chon 

田1.. 羽田田d岡田tionmethc対s.

(4) For阻郎国sfulapplica血 only，，開削al泊f世田由凹回世田凶蜘vein (2) and (3) is al血U副量ir1hepi駒田sofsc:I四1

a血血（e.g，曲均gw也nee），血d刷出凱抑制（e.g.，凶回凶也ip明 E岨血盟副帥阻師団判onapplica阻 1)a伽

由加盟gOb血iroUniver吻 ofAgric叫佃血andVet町四myMedicine. 
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D四国F伽 of曲eDoctoral Progra皿
An国alSci阻 .ceand Agricul町 e

Graduate School of Ani皿叫andVeterinary Scien田sandAgric叫回目

Ob也iroUniversity of Agric叫同reand Ve担rinaryMedicine 

1. Education Policy of the Doc旬開IProgram of Ani皿alScience and Agric叫佃re

Ad皿issionPolicy 

The Doc回 alPro伊 mof Animal Science阻dAgric叫白血at也eGr富山由Schoolof Ani皿dand Vet町血町yScience 

姐dAgric叫同四，u岨白血.gi包educationalsy批ms,which皿LVO!ve“血sionofve町 inarymedic田e，姐imaJSC盟国e姐d

agric叫加担”姐d“coop町ationm也 ove四e田町riversities,"ai血S加 developeduca回目姐dre田町ChL悶 who,while 
ke湾pingglobali四 .lionof food and agric叫町四恒mind,have technical knowledge，町田h吋世y，田cellentresearch and 

devel叩mentskills，回d田cell田teducational ab出世田田wellas great per回nality.F<町世田Ip田po田，wewant s回目指：

I. Who副血加beeducators and開田町ch田 whoc祖 conductinternational-standard, advanced res即 chwith global 

views on v出 rin町田出cine，阻imalsci回田町ulagriculture, and who have good communication出lls,

2.Who師団ger柏 contrib1血柏田cietydomestically and globally by giving b叫k旬 society也償問臨archres叫白血

也efield where ve回血町四回世c担e，血ima1science岨dagnc叫toreare fused,岨dby playing a cen回lrole m 

m岨凶ning岨凹l阻dhuman health, co田町ing血eglobal曲目ronm阻tand民 osy曲目，阻ddeveloping 

mdustries and h島即時nce,

3.Who w姐 I回pu四uecomp田:hensiveknowledge and adv岨 .Ced田S回rchina sp民 ific世田of也eani富田ISCI回 ce岨d

agric叫toreprogram，血d

4.Whohave配 quiredbasic knowledge担d立illsup旬血emast町、levelin asp間島町田ofthe animal sci阻白血d

agric叫tureprogr混乱

Diploma Policy 

h也eDoc回 ・alProgram of Animal Science姐dAgriculture, the d噂田血llbe conferred岨 persoos地ohave他国也e

印国田S田tup h也ecurric叫田nand ob阻担。dthe required credits to co宜lpiete也epro gr司血， andhave田q叫問d也e

following skills由atenable them加 sh凹 Ideradvanced res聞 chusing由自up-to-d臨 knowledgeand skills h血e

fields of animal sci田ceand agriculti田 such田四回alproduction，目。logyand田古田m四回l田i回開，food田i回目，

agricultural economics，田gine田恒Lgfor agric叫tore,pl阻！prod回世田部i田町阻d恒脂rdiscipl恒置yfields: 

I. E吐rics

E也icsbased on up－加ーda脂 knowledgeand skills出血efields of阻 imalscien白血dagriculture such as 

血imalprod国語on,ecology and enviro皿 ientalsci阻ce,food sci四国，agric叫回al田onomics,engin悶也事for

agriculture, pl阻tprod叫 lionscience, animal 阻d food hygi四e,and veterinary life science, and 

泊町・discipli田ry宣elds，阻db踊“ondeep unders阻ndingoflife ph＇血O血目a置ulsocial activities 
2. In脂血ationalcompetence阻dleadership 

Abilities加 cond田tinternational-s阻n白Id,advanced同時間hin a wide r田geof fields of由elife sci田ces

担eluding也e盟国明阻lmicro-level, the皿a町o-leveldeal泊gm也 individ田ls担dpop叫a世田島担d祖国al

production. 

Abili世田旬cond皿t泊阻rnational-s回n血Id,adv阻ced問S曲目:hin也efield of ecologi＇四1出田町chdeal也gwith 

也einside of organ盟国民皿也vidualsand populations. 

Adv阻cedknowledge阻dskills，血dabilities也 cond田t泊ternatio田1-st岨也rd,adv阻cedres曲rchon 

pr叫田smg血dutil回 tionofagnc山血I岨d)Jy，回旬ckprod叫ts，血dtherr fun曲。凶1守岨dsa島町．

Abili世間同conductin岡田tional-s阻ndard,adv姐C剖悶悶chon agri叫加raleconomy泊。irder柏田prove

productivtty of food production utilizing dom田出血dover盟国間sou町田

Abili世間加 cond田tin岡田加盟1-s回血Id,adv•阻田d 田search on produc岨on白chniq田S姐denvironmen阻I

con回 l皿 0吋町toimprove produc虹.vttyof food production u包lizingdomestic阻 dov町seas田sources

A wide range of脂chnical knowledge on veterinary life science，町ul abilities 加 conduct

泊恒m組 0田1-s阻ndard,adv岨田dreseat油

3. Communication skills 

Intematio凶 lycompe回 tpr四国凶曲面lls凶 com血脳同lionskills necess町白押凶血err仰 cessof 

thinking and msking j吋.gmen白羽白田昌md加 theirspecialty in血efields of animal production, ecology and 

阻由onm回同lsci＇回ce,food sci回目， agriculturaleconomics, engineer担.gfor agri叩 lture,and plant 
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prod田tionSCI回目．

4. Technical knowledge担 d北ills:

Advanced knowledge阻dskills on阻 imal戸。d山田＇n,ecology岨denviro回国2匝lSC盟国e,food science, 

agricultural田onomics,engi田町四gfor agricultu時，andplant production sci阻ce,global views wi血 regard旬

也efields of ve・蜘 narymedicioe，岨imalscience阻dagn叫同町岨d也eirin回 disciplioaryfields, prac世田l

skills面uilead悶 hipto meet v阻 oussocial needs according恒也eglobali祖国nof agricultural and !iv創価ck

busmesses，岨din胞rnational－由a必rd,adv岨 cedresearch skills. 

Curriculum Policy 

In ord町加 havethe s同d血 ts配q山eknowledge岨 dskills sp田ified血1bed’,Joma policy, we conduct education 
仰がnga世田世田加血efollowio菖po面白
I. Developiog a high-level of抽 icsas a問団町her

We offi町 courses柏d町elopa high-level of e血ics田ioge-le田叫ng岨 d部世間l国血iog.

2. Developiog lead田：hip:

We offi町 coursesfor stud四ts加齢quireadv祖国dknowledge阻 d止血s，血d姐 ah1lity柏田llllllgethe whole 

io ord町加 developeducators岨dresearch悶 wi血 practicalskills血dlead町ship,which目的le血em柏

satis今socialneeds. 

3. Developiog 祖国nationalco宜ipet曲目：

We offer courses也atenhance skills for p田sentation,debate and acad田nicwriting for stud目白白play祖

国包verole globally io也efu加re.

We offer courses加 developio岡田tionalc四司pet四国 suchas開田町chioter宣shipsan d畳eldworkio 

coop町ationwi也over田田u国.versitiesfor蜘 d四幅加配司凶readvanced research skills. 

4. Developiog 回皿p田h田si.vere田町℃habilities描 adoctor: 

We offer common co宙開S副 wellas selective ∞旧制fromoth町 degr開 programsfor蜘 d阻祖師acquirea 

wide r阻.geof highly technical knowledge in町・disciplioar丑yfrom曲eviewpoiot of fusiog veterioary 

medicioe, animal science and agricultural studies. 

We offi町田町田Sfor students加 acq四e泊缶matio田1-s回也rd,advanced research sk:ills由atai血旬開solve

global ISSU国

5. We offi町 cou四esfor students to田quirea wide range of adv岨 cedknowledge血 dskills量omhfe science柏

戸oductionsci阻.CeWl血問E回世柏 b10functionand production and n国nagem四tof domestic anioJals while 

keep血Eanimal we！白田姐d四叫ronm四回Ico田町.vationin consideration. 

6. We o庄町coursesfor stud四組柏田q旧民也eglobally most adv岨白羽dknowledge阻dskills on food sa島町y担 d

祖国al阻 dh四国nh回l血， io.volvioghighly advanced回owledgeon food safety m血 ag阻 .ent明白血姐d

do血田tic阻 do.v町seassafety血oni加riogof agric曲目I副 li.v・田旬ckprod田恒，血dexcellent姐 alysis阻 d

live沼tockm置国岳町田nt胞：chniquesin vet置inarymedicioe and .ve恒rioaryIi島science.

7. We offi百四百S田 f町前回田租加 acq・叫m 血eglobally most adv阻田dknowledge and skills on the roles, 

白nctions，阻dioter叫 tionsof血econiponen脂ofthe natural田由町四回t(wild animals, iosects阻dpl阻ts），阻d

the compatibili旬。feco耶 tern回田町vation，阻kingioto a岡田t田imalwelfare and ecological conservation io 

也ema加redglobal community. 

8. Weo宜町C沼町田sfor s加d曲胞to叫q凶脂血eglobally most adv阻 cedknowledge血dskills on food production 

and processiog from agric叫印刷 andlivestock ingredients，阻don由efunctionality血d且fetyof也田e

prod叫也，fromthe IllOlecular level加泊dus凶dproduction I町・el.
9. We offi町 coursesfor 由化曲to配quirethe globally most adv：阻田dknowledge岨dskills on也eq田凶阻.tive

置uiquali回世田ioiprovementof plant prod田tion b描edonadv血 cedknowledge of plao胞’physiology,ecology 

置uih町吋ity踊 well描回目，同組ngs田租血able田cycling血dlo四Ire回urcesio1柏 a田ount,田uiutilizing 

resources ofTokachi, Hokkaido, which is regarded＇回Japan’spriocipal food prod出世onb田e.
10. We offer cours田 for蜘 den同阿部q凶田血eglobally most adv皿cedknowledge田ui企迎son田ono四国and

busioess studies rela恒d加 foodproduction，祖kingSUS幅ioabler田ycliogand local re田町田sio伯郡叩＇ uni,阻d

utiliziog周回世田sof Toki開：hi,Hokl国ido,which四回garded田 Japan’spriocipal food production base. 
11. We offer courses for students旬即q山田也eglobally most advanced knowledge and skills on血eimprovement 

of food production四vironmentby血目h岨ical,biological，岨dcivil担 .gine町四g皿e也ods，阻kingSUS祖inable

r田yclmgand local re曲目白S皿柏田count,and utilizmg re田町田 ofTokachi,Ho拙:aido,which is re伊由das 
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Japan’S principal food prod田tion b田e.

2. Graduate Degree Prog岡田ofAni皿aland Food Hygiene 

The Graduate Degr，田Programof Animal岨dFood Hygi田ehas b田nestablished to回 .inpe問。田whoc岨 dealwi也

血e即 quisition岨dma泊岡田neeof in悼rnationalsa島tyand hygienic s阻n伽rds,which b国祖国S田町edem皿ded加 m問L

as distribution of agric叫turalprod回国岨dfood beyond nation boundaries is expand泊SThe program has been 

develop“by making hi偵lyprofessional“出ationon田cur血sfood safety国同 ag叫田畑 degreeprogram也副
蜘 d血胞ofany of the Spe氾ialtiesC阻阻ke.

The pro；耳目皿甘祖国 animal血 dfood hygiene sp出血目由 withabiliti田宜主rpractice and application, by conducting 

professional ed田副onon manage血目tsystem for岨fetyand hygiene of agric叫加盟1products血 do也町島odsin a 

practical environm田 t也at血回国in恒rnationals阻ndards.

Studen胞who阻ke也isprogr置nmust take血e田quiredand elective co田sesof血isspeci五cpro grョmin addition加也e
requrred courses岨 delec世.vecou四国common恒也ed叫胞団I戸ogra血

No出： Studentsin似 spro gr置nare柏 choose也eDoc加ra1Degr白血Agnc叫tureor由eDoctoral Degr田 mAnimal 

血 dFood Hygiene when they have comple・出de配h釦 adenncyear. 

!Graduate Deeree Proera皿 ofAni皿aland Food Hy困enel

F海rsonsWe Train 

By conduc也ged田 ati咽岨阻脂rna1加di也事血ethods,which目白r也erdevelopm回I量。血戸ofessio叩 Ieducation on 

也eHACCP S戸田m血 food回目均四血ag問団I明記m，担叫diti岨加ed皿ationfor stud四面白 acq凶rethe most 

adva即 edknowledge阻 dskills on岨imal岨 dfood hygi田.e,we develop副：emational回田町山間血dadva即 ed

specialists叩血血al阻 dfoodhygi回 a

Dip！咽aPolicy 

The degr田 shallbe con財団don p町田圃whohave acqui田da wide四ngeof knowledge皿 dexcellent abilities to 

問solveis叩国田i由 rnationalresear油田whoshould町田spo田i凶ityof開問恒gfood田島ty.

C町 d四lo皿 Polley

We offer四四国伽 s加d開祖旬即q凶rethe globally most advanc渇dknowledge and skills on animal田xifood 

hygiene foe叫田喜四hygieneall也sway fro岨 lives回ckproducti岨 si回柏dining旬hies.

3. Completi価。！programs岨 dawarding degrees 

Studen担問 awardedthe D目白凶Degr田皿Agric叫加reor也eDoc旬，raJDegr＇白血 A血maland Food Hygiene （白e

Doct四 lDegree血Animaland Food Hygi阻 ecan be awarded加也osewho corr司pleted也eGrad田teDe伊 eProgra皿

of Ani皿al田dFood Hygi四 e),aft町也.ey∞田pie脂血.eprogram, i.e.，也osewho have be四回rolled恒也eDoc句，raJ

Program of Ani皿alSci回国担dAgriculture of也eGrad田 teSchool of A剖皿al阻 dVeterinary Science岨 dAgric叫旬開

of o町田iv師 ity伽由ree戸田町longer,and have earned也er伺凶red悶 dits(12ロ吋its伽 the開制町do山田l

pro gr田n,16町editsfor也eGrad国師 Degr田町ogramof Animal and Food Hygiene), who received血en田e田ary

間関置chin甜uction,血dp剖sed也eexamination of也eirdoctoral血esisin addition白血efinal exam泊atio田 of血e

C沼田sesrelevant白血e血esis.

However, for也osewho achieved excellent results, the p町田d目立oiled恒也egrad田恒schoolcould be shor胞ned阻 one

拘置

4. Ad皿issionof Mature Students 

The Doc岡田IPro gr，四＇of Animal Science and Agriculture of the Grad回同 Schoolof Ani皿al町xiVeterinary Science 

and Agri叩1加reof our univ＇四iψh田 aspecial selection for ma佃reapplicants加 admitstudeo恒whohave comple悟d

undergrsduate studies, have w町kedatacomp阻 y,p由lico飽ceor educational insti加le,and w回 tto s加dyinag叫田恒

school柏田q凶remore advanced田ademicknowledge and skills. In the sp目白lselection for ma旬reapplic回白，血e

applic曲ぜexperi曲目andachievements出回ciety，岨den白usiasmfor問searchwill be examined by血e泊脂rview岨d

doc国n聞tSC問ening・
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Befo田 application，也eapplic皿tshave加 co凹叫tm血也errprosp回世田町P町vis町son也econt＜由也oftherr自由arch

and what courses也eywilltake 

S. Special long血r皿 H皿it

百担明恒血allows由d田担油ohave a job位。tber甲ぬalcon剥erati田IS曲目盟耳pl曲也eirdegr田 within血 agr副.－upon也盟

(m剖mumof6y田宮：）＂＇ザond吐＂＇s園出rd回ml回 I置＂＇岨開 ythesame量盟国伽田副d田担袖0四回pl出血eirdegr闇 inthe 

g回凶anlamm皿 oftime. 

In princ坦1le，吐旧田whom皿1Du盟副8sys伽 ihave加申ply伽 itat the由理由ey回国HaJh:r c田田l血gwi也也eirpro理店live
sup町田町四

6. 鼠ipervi回開

N町田 Po山田 F田制ofR田阻むh C凹回白

h 四廿町柏田凪ibli池田田町宮Y皿dmtrog1四回cycling

K盟国akaUmetsu Pro島Ssor 
Bioprocess 明白m for livest田:kfarm泊g,I c岨d岡田S回目:hon 

Engineering advanced fer回目1tationme・血ods加 conv1岡田町U 血d

d町elopof methods加u凶izenitrog1田盟国compounds.

Tad国uUra血i田a Profi田姐町
Mil:k Functional Biological白且白血of皿k 岨dmil:k prod叫民白且白血of

Sci阻ce 也irylactic叩 idb叫恒rias町町

T蜘 yiOhwa血 Profes田r
Applied 

Symb10tic rela世0田：hipbetwe四 plantand田1cro町車岨is血
Microbiology 

Ta岡田O由ida Profi国間r Mammalogy 
Ecological 田d phylogeographical studi田 of wild 

mammals 

KiyoakiKa阻 Pro島S田r
PlantMolec叫z

Mo lee叫Jllb田is阻d樫司plied抗凶ieson plant breeding 
B田d血g

Agri四1加ral
l)Dyr祖皿icsof回 ctiondevi四 ofagn叫何回Ivehicle 

Tadashi Kishi血0旬 目。,fe曲目
M副地inery

2)D肝dopm出 ofappli回世ont回出ology伽也勾田畑鵬

sl1官官7

Mi:kio Kino血i也 Profi田S町
FoodFunc恒onal

Food bi抽出四世yoffuncti咽 ll草地
Ch国司stry

KokiKyo Profi田担町 S抽出tics
S胞tisti回Ida祖 analysisI S祖国h田I皿aly田sof田恩田al

間 nomyI Statisti叫叫y副sofagric叫回叫問国my

Keigo Kuchida Pro島S回r Animal Breeding 
S胞tisti回Igen由csfor b田fcattle ba田don obj田live

measureim田白

Masanori Koi:ke Profess町 Ins即！Pathology Biological con回 lusin呂田柏田句珂血og自由加g

HiroichiKo凹 Pro島S回r
Agn叫加ral Economi田町xiEpidemiology, D肝elopm田IE叩凹皿ics,

Econormcs Lives加ckDevelopm田tand Poverty Reduc世田

Michiyuki Kojima Profi由回r Biochernis位y
Str山田四岨alysis阻d餌tion田echanis皿 ofco回世田国I

which aff恥脂血ebio白nction

Agn叫加ral
S釦di田 on白血血gs戸旬血田gine町ingin l町S岳民ale

Tada白岨iSa1Dw Profi国田r
M副溢血ery

agri四lture
Agri叩1加ral

Application of smart agri四lture岨dagn叫加国lro凶t
Informatics 

Eiichi Shiga Profi匝栂町
Agn叫出血l S旬d白血也ebehavior of large-scale b田，mess－伽盟血也e

Econo田！CS regio田Iagri叫 lure
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N阻re Posi匝m FieldofR田阻むh C回国旬

K四chiroShi血醐 Profi匝栂町 M田tSci＇国間 Applied s加d田 on回国.tscien田 Inreat pro田ssing

Agric叫加ral
Economic analysis on也edevelopm回tof伽 m l町el

Y描u血iSembokuya Profess町
EconolillCS 

hygiene m岨ag＇田醐／白血 F醐 .live 血alys1son也e

distribution句局脂mofagric叫回叫戸叫皿包

M田ayukiT，阻 Pro島田町 Sm! Sci回国 Eva!田tion阻d泊1prov田町iton soil伽出世yin田 1bleland 

Osamu Tsuji Professor 
So日阻dWa町 l)Wa附置xiwind erosion in cold region 

Conservation 2)Cons町 ationof叩ndlm曲ks国時GIS

M田姐:uniTe回 ka Pro島S回r
Reproductive S知也田 on ov.町四n physiology, oocy恒 ma加ration,

Physiology fe凶lization置＂＇聞記 bryodevelopm田tindom田氏阻泊四ls

Tak<出量。Nishida Profi師団r Ani皿dFeeding Nutritional physiology血d島剖肝al田tionin rumin皿胞

Rangeland l)S同dy on range！田d 因。logy and 四泊四血目白1

M田池町H四回 Prof es田r
Ecology C四四百vationm dry are描

Cul加胆 2)S個々 onsubs園田ceand milk culture of p田町alis也m
An伽旬。logy 世y町e幽

Michihiro Fula盟副ma Profes回r
Nutritional Tb聞出caland applied s回dyon nutritional bioch町田S句

Biochemis位y and mole叫置biology

Hideho Miura Profe阻まr
Plant G四e祖国 h平rovementof prod叫祖国田dq叫てyin wheat and 

岨dBr百対血g legi皿 lilO回目。ps

AkioMi戸lilO加 Profi国田r
A出血d 泊血盟盟申随m for re別la回g ferti且勿： acro田ー凶k

Reprod叫 on betw包括盟sper凶e由肱yo岨drr園町田Igeni凶回ct

Irrigation, 
l)Riv町 wa回 q凶 tty岨dl岨d田ein agric叫回叫置＂＇

To品並凶M四回ka Profi国S町
政羽nage置＂＇

forest 田町宮heds
R田叫

2)Slope co田町V岨on岨d田•vege·祖.tion阻氾：hnology
Engine町四喜

H註oakiYa岨auchi Professor Food T白血ology
τh田町tical皿dapplied s加d田 onvalue-added岨H皿.tion

and pro関田ingof agricultural岨 d也iryprod田租

Ani皿al

Aco由 Ayala Tomas As回cia脂 Production h平rovinge：節目ency由主y阻dbeef cat叫eprod田tion.

Javter pro島田οr Animal DtSease Herdh剖血m血agem回t.

Corr凶l

Kazumitsu Oni血i
As回cia脂

Plant Br官対血g G四etics加dieson quanti也tive首租脂血ロロpspe回目
pro島田町

Associate A出血dNutrition 
Study on meta凶 lieS同国血drepr吋国tivefunc白血d田恒喜

CbihoKawa血ima
pro島田町 置xiReproduction 

血eperipar佃血penod

Study on四itritional阻d皿由.bolic由旬sof白血血df出店．

Yo血出koTokuji
Associa陪 Mol田叫町 Evaluation血drrnprovem四tof五血肉佃alityfoods血d

pro島S四r C戸og回出国 crops 

Kyu-hoHan 
Associate 

Food Sci担問 R国間-chfor biore冊目eson heal血ー白血C世田
pro島田町

K回tiiFulaxla
As田cia随

Food Sci回国
Stu也田 on白nctiona且白田 ofmilk pro脂血S担 dlactic田id

pro島田町 b即町四
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Applies姐on姐 .denq由也

B世田iceE田町血紺皿O盛岡

Ob出roU:凶m垣tyofAgri回品田置xiVet町並myMedicine 

11N袖i2, Inadacho, Ob仙 o,Ho盟副do080-8555, J：司阻

Tel: (0)155-49-5321 (d出ctline)(8・：30a.皿－5:15 p.m., Monday-Friday) 

E-mail: nyushi@obih並＠田.jp

Obihiro U凶.versityof Agri叫 tureandVe白血aryMedicine Website 

Visit our websi臼 for白r血町泊forma岨叩onad血ission,fa叫世間阻doutline of the Ob曲。U血V悶 ityof Agric叫加脂

血 dVe恒目且aryMedicine. 

<htφ：／／www.ob也凶aιjp>


